
別紙様式第６号

新しい野菜産地づくり支援事業（加工・業務用野菜生産基盤強化事業）に関する事業評価票

基準年

平成28年

目標年：Ａ
（５年目）
令和３年

目標値：Ｂ
増減率
（％）

達成率
（％）

（Ａ／Ｂ）

単収の向上
（kg/10a）

4,226.0 4,089.1
4,795.0
(13.5%)

85%

栽培面積の増加
（ha）

83.0 120.5
120.5

(45.2%)
100%

単収の向上
（kg/10a）

3,919.3 4,945.1
5,100.0
(30.1%)

97%

栽培面積の増加
（ha）

6.2 20.0
20.0

(222.6%)
100%

単収の向上
（kg/10a）

1,346.0 1,109.7
1,481.0
(10.0%)

75%

栽培面積の増加
（ha）

202.9 236.7
202.9
(0.0%)

117%

単収の向上
（kg/10a）

2,192.4 2,893.9
2,850.1
(30.0%)

102%

栽培面積の増加
（ha）

19.7 31.1
31.1

(57.9%)
100%
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・心土破砕
・融雪剤散布
・防散タンカル施
用

概ね目標を達成している。
単収の向上について、達成率が100％を超えなかったのは、夏季の少雨及び高温に
よる生育不良が要因であるが、達成率が97％であり目標をほぼ達成していると評
価できる。
なお、４年目は目標を達成（5,777.8kg/10a、113.3％）していることも評価でき
る。

・心土破砕
・トッピング
・防散苦土タンカ
ル施用

栽培面積の増加については達成したものの、単収の向上について目標を達成して
いない。
達成率が100％を超えなかったのは、令和３年夏季の少雨及び高温による生育不良
に一因があるが、単収に関して個人差が発生したという報告もあることから、一
部特定の個人の問題なのか、全体として結果にばらつきが発生するのかは定かで
ないものの、収穫量を安定化させるためには関係機関と連携した指導が不可欠で
ある。

改善計画を作成し目標達成に向けて引き続き取り組むよう指導されたい。

・明きょ施工
・苗の消毒
・石灰質資材の導
入

目標年において、所期の目標を達成している。

委員所見
都道府県

名
事業実施主体名 取組年度

指標項目
（成果目標）

成果目標の達成状況

主な取組内容

平成29年
度～令和
元年度

帯広市川西農
業協同組合(た
まねぎ)

北海道

単収の向上について、目標を達成していない。
達成率が100％を超えなかったのは、播種時期の平年より多い降雨とその後の高温
少雨により発芽不良が散見されたことに加えて、６～７月の記録的な干ばつによ
り生育が遅れたほか、７月下旬(10日連続真夏日(うち35度以上２日))及び８月上
旬(５日連続真夏日(うち35度以上１日))の高温により茎葉の倒伏や枯れ、病気が
発生したことにより球数不足・小玉傾向となり大幅な収量の減少となったことが
要因である。

一方、当該取組主体においては、２年目以降に毎年単収が向上し、４年目には目
標を達成(5,302.5kg/10a、110.6％)しており、作柄安定技術が向上していると評
価でき、目標達成には至らなかったものの、全体として見た場合、事業の効果は
あったものと考えられるため、やむ得ない事由として評価を終了することとした
い。

なお、未達成年の理由について、異常気象データなどの詳細分析と今後の対策立
案を行い、その内容について関係各所と共有されたい。

・心土破砕
・種子の殺虫剤
・融雪剤散布

平成29年
度～令和
元年度

平成29年
度～令和
元年度

美瑛町農業協
同組合(スイー
トコーン)

北海道

本別町農業協
同組合(たまね
ぎ)

北海道

全国農業協同
組合連合会秋
田県本部(ね
ぎ)

秋田県

平成29年
度～令和
元年度

Ｈ２９採択者



基準年

平成28年

目標年：Ａ
（５年目）
令和３年

目標値：Ｂ
増減率
（％）

達成率
（％）

（Ａ／Ｂ）

委員所見
都道府県

名
事業実施主体名 取組年度

指標項目
（成果目標）

成果目標の達成状況

主な取組内容

単収の向上
（kg/10a）

3,750.0 4,704.0
4,688.0
(25.0%)

100%

栽培面積の増加
（ha）

15.9 26.1
26.0

(63.5%)
100%

単収の向上
（kg/10a）

3,278.7 4,314.9
4,262.4
(30.0%)

101%

栽培面積の増加
（ha）

49.2 98.2
65.0

(32.1%)
151%

単収の向上(玉
レタス)
（kg/10a）

2,384.6 1,939.8
2,631.5
(10.4%)

74%

単収の向上
(リーフレタス)
（kg/10a）

1,344.8 953.7
1,484.3
(10.4%)

64%

栽培面積の増加
（ha）

12.3 22.3
22.3

(81.3%)
100%

単収の向上
（kg/10a）

4,614.0 6,346.0
6,050.0
(31.1%)

105%

栽培面積の増加
（ha）

5.7 20.0
20.0

(250.9%)
100%

単収の向上
（kg/10a）

3,505.7 4,460.0
4,400.0
(25.5%)

101%

栽培面積の増加
（ha）

28.4 40.0
40.0

(40.8%)
100%

単収の向上
（kg/10a）

2,929.7 4,419.1
4,000.0
(36.5%)

110%

栽培面積の増加
（ha）

0.3 11.2
11.0

(3,566.6%
)

102%
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平成29年
度～令和
元年度

平成29年
度～令和
元年度

滋賀湖東キャ
ベツ出荷組合
(キャベツ)

滋賀県

・心土破砕
・発根促進剤
・堆肥施用

目標年において、所期の目標を達成している。

・高畝栽培
・種子・苗の消毒
・堆肥施用

目標年において、所期の目標を達成している。

愛知県

トップハット
(レタス)

静岡県

グリーン近江
農業協同組合
(キャベツ)

滋賀県

田原アグリス
(キャベツ)

全国農業協同
組合連合会岐
阜県本部(キャ
ベツ)

岐阜県

埼玉ひびきの
農業協同組合
(キャベツ)

埼玉県

平成29年
度～令和
元年度

平成29年
度～令和
元年度

平成29年
度～令和
元年度

平成29年
度～令和
元年度

単収の向上について、目標を達成していない。
達成率が100％を超えなかったのは、新型コロナウイルスの影響により、実需者か
ら契約数量の見直し依頼があったことに加え、先行産地の出荷が潤沢であったこ
とから業界として仕入れが減少し新たな加工・業務用の出荷先が見つからなかっ
ため、単収としてカウントできなかったことが要因である。

一方、新型コロナウイルスの影響のない１年目、２年目については、単収につい
て目標水準に達していることや、契約外でスーパー等に出荷した数量を加味して
算出した単収(玉レタス2,694.9kg/10a 102%、リーフレタス1,562.2kg/10a 105%)
が目標値を達成していることを考慮すれば、事業としての効果はあったものと判
断できるため、やむを得ない事由として評価を終了することとしたい。

・高畝栽培
・マルチ施用
・堆肥施用

・プラウ耕
・苗の消毒
・有機質資材施用

目標年において、所期の目標を達成している。

・高畝栽培
・種子・苗の消毒
・寒冷紗

目標年において、所期の目標を達成している。

・高畝栽培
・セル潅注苗殺虫
剤・殺菌剤の施用
・苦土石灰施用

目標年において、所期の目標を達成している。



基準年

平成28年

目標年：Ａ
（５年目）
令和３年

目標値：Ｂ
増減率
（％）

達成率
（％）

（Ａ／Ｂ）

委員所見
都道府県

名
事業実施主体名 取組年度

指標項目
（成果目標）

成果目標の達成状況

主な取組内容

単収の向上
（kg/10a）

3,797.0 5,375.7
5,000.0
(31.7%)

108%

栽培面積の増加
（ha）

18.9 29.3
28.9

(52.9%)
101%

単収の向上
（kg/10a）

4,164.0 3,339.0
6,000.0
(44.1%)

56%

栽培面積の増加
（ha）

12.7 14.2
22.8

(79.5%)
62%

コストの削減
（円/10a）

412,565 278,255
288,796
(-30.0%)

104%※

栽培面積の増加
（ha）

18.0 28.2
28.0

(55.6%)
101%

単収の向上
（kg/10a）

350.3 420.3
400.0

(14.2%)
105%

栽培面積の増加
（ha）

0.0 108.8
100.0
(皆増)

109%

単収の向上
（kg/10a）

4,165.5 5,668.3
5,415.2
(30.0%)

105%

栽培面積の増加
（ha）

32.7 59.1
45.8

(40.1%)
129%

単収の向上
（kg/10a）

4,380.7 5,723.0
5,444.0
(24.3%)

105%

栽培面積の増加
（ha）

101.7 139.9
121.7

(19.7%)
115%

※コスト削減を成果目標として設定している事業実施主体については、「達成率（％）」を「B/A」で算出。
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平成29年
度～令和
元年度

エコファーム
ズ知覧出荷組
合(キャベツ)

鹿児島県

有限会社四位
農園(えだま
め)

宮崎県

全国農業協同
組合連合会岡
山県本部(キャ
ベツ)

岡山県

兵庫六甲農業
協同組合(キャ
ベツ)

平成29年
度～令和
元年度

平成29年
度～令和
元年度

平成29年
度～令和
元年度

たろう園キャ
ベツ出荷組合
(キャベツ)

鹿児島県

京都農業協同
組合(キャベ
ツ)

京都府

平成29年
度～令和
元年度

平成29年
度～令和
元年度

兵庫県

・プラウ耕
・苗の消毒
・堆肥の投入

目標年において、所期の目標を達成している。

・高畝栽培
・定植苗の消毒
・酸度矯正

目標年において、所期の目標を達成している。

・高畝栽培
・苗の消毒
・堆肥施用

単収の向上、栽培面積の増加ともに、目標を達成していない。
達成率が100％を超えなかったのは、単収の向上は８月下旬以降の長雨と冬場の厳
冬、栽培面積の増加は高齢化と販売環境の悪化が要因である。このほか、作業者
の不足や他産地との競合等もあり、複合的な要因によるものである。
本地域の作付体系および作業者確保の方策など、今後の改善のためには抜本的な
解決方法を検討する必要がある。

改善計画を作成し目標達成に向けて引き続き取り組むよう指導されたい。

・スタブルカルチ
・葉面散布
・堆肥施用

目標年において、所期の目標を達成している。

・心土破砕
・カルチベータ
・ミネラルの投入

目標年において、所期の目標を達成している。

・高畝栽培
・苗の消毒
・堆肥施用

目標年において、所期の目標を達成している。


